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令和2年度「家庭の日」に関する図画 特選作品
「かぞくみんなで集まって楽しい時間ができた」 福山市立御幸小学校 3年  門田 心

公益社団法人 青少年育成広島県民会議

もんでん こころ



前　　文

　「青少年は日本の希望である」という言葉は、われわれの心を支えている標語である。

ところが、青少年の非行が問題になると、明確な実施効果の見定めもつかぬままに、条例や

法律の制定に期待の高まるのが実状である。しかし、青少年の非行が大人の生活の反映

であるとすれば、青少年の健全育成は、大人の反省なしには実現しないであろう。大人が

かつて青少年であったように、青少年はやがて大人になるのである。人間の生涯は、多様な

価値観の個性的選択による自己教育の連続であるといえよう。

　ここに制定された青少年育成の基本指針は、ただ青少年育成のあり方を抽象的に示し

たものに過ぎない。それは、各地域の実状に応じて具体化されることが期待される。総括的

にいえば、資源の乏しさを克服して、相当高い生活水準に到達している現代日本において、

青少年は将来どのような展望をもって進んだらよいか、これが最大の課題である。

　われわれは、青少年の前途に幸福の「青い鳥」の夢を託したい。

青少年育成の基本指針

（個  人）
一 個性の独自性に対する自覚にもとづき、その価値可能性を錬磨し、生涯教育の基礎をつくる。

（社  会）
一 家庭の愛情にはぐくまれ、社会生活において、友情と連帯の意識を養う。

（自  然）
一 国土の自然を愛護するとともに、地域社会の文化を尊重し、環境の教育的整備につとめる。

（世  界）
一 諸民族の生活と文化を理解し、平和と親善の心をこめて、国際交流に寄与する。

（総  括）
一 日々 の生活のなかに、生きがいを求めてわが道を行き、一隅を照らす光となる。

青 少 年 育 成 の 基 本 指 針
（昭和52年6月1日青少年育成広島県民会議制定）



�第32回 定時総会

令和2年度青少年育成県民運動推進大会

ひろしまドリームプロジェクト〜オリンピックに夢を乗せて〜
（5年間の軌跡）

令和2年度「家庭の日」に関する作文・図画
　作文の部　特選（広島県知事賞）
　図画の部　特選（広島県知事賞）　入選（公益社団法人青少年育成広島県民会議会長賞）

市区町民会議活動等報告

「少年の主張」・中学生話し方大会2020
（第42回少年の主張広島県大会 第54回中学生話し方広島大会）

関連事業「広島県子供議会」
（青少年サポーター事業）
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第32回 定 時 総 会

　公益社団法人青少年育成広島県民会議は、令和２年6月17日（水）13：30 ～ 14：30に「第32回定時総会」
を広島ＹＭＣＡ国際文化ホールで開催し、報告事項として令和元年度事業報告、令和２年度事業計画及び収支
予算、審議事項として令和元年度決算書、令和元年度監査報告、理事の選出が採択されました。

第32回定時総会を広島ＹＭＣＡ国際文化ホールで開催

　また、本総会で上
うえ

田
だ

宗
そう

冏
けい

さんが会長を退き、新会長に神
じん

出
で

亨
とおる

さんが就任しました。

　神出新会長は、昭和43年に中国電力株式会社に入社され、平成19年に同社副社長、
平成２3年に株式会社中電工代表取締役社長、平成２6年に同社会長を歴任され、現在は
同社相談役の職に就かれております。また、平成２8年からは公益財団法人広島県体育協
会会長に就任されております。
　上田前会長は、平成10年から２２年の永きにわたり当県民会議の会長を務めていただ
きました。小学生の夢の実現を支援する「夢配達人プロジェクト推進事業」や「ひろしまド
リームプロジェクト事業」など子供たちの夢を豊かに育む事業を推進するとともに、あい
さつ・声かけ運動、少年の主張、家庭の日に関する図画・作文募集、青少年育成カレッ
ジなど、現在の当県民会議の基盤となる幅広い事業の定着にご尽力いただきました。
心から感謝の意を込めて、花束を贈呈しました。

　総会終了後、湯
ゆ

﨑
ざき

英
ひで

彦
ひこ

県
知事から感謝状が授与されま
した。

神出亨 新会長

上田宗冏 前会長
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大 会 次 第
【開　会】
◎国歌斉唱　※新型コロナウイルス感染防止対策で唱和は無し

◎開会あいさつ
　（公社）青少年育成広島県民会議会長
◎表　　彰
　青少年健全育成功労者等知事表彰　
　「家庭の日」に関する作品の知事表彰　
　（公社）青少年育成広島県民会議表彰

【少年の主張意見発表】
第41回少年の主張広島県大会県知事賞受賞
第41回少年の主張全国大会国立青少年教育振興機構努力賞受賞

「生きる意味」
広島市立舟入高等学校1年　西村悠さん

【青少年活動発表】
獅子太鼓
三原市立幸崎中学校郷土芸能班

【講演会】
講師　四代目　三

さん

遊
ゆう

亭
てい

圓
えん

歌
か

さん
演題　「感謝のプラス志向」

【閉　会】　
◎閉会挨拶
　（公社）青少年育成広島県民会議副会長

令和２年度
青少年育成県民運動推進大会
令和２年10月31日（土）、広島県民文化センター多目的ホールにおいて、
青少年育成県民運動推進大会を開催しました。

　式典では、主催者を代表して、（公社）青少年育成広島県

民会議 神
じん

出
で

亨
とおる

会長が開会のあいさつをしました。今年度

は新型コロナウイルス感染拡大防止対策の観点から、受付

から観客席まで徹底した感染予防対策を行い、例年ではご

来賓をお招きするところも中止とさせていただきました。

　「広島県知事表彰」及び「青少年育成広島県民会議表

彰」として、永年にわたり青少年育成に力を尽くした方々

や団体、模範的な活動を行っている団体を表彰しました。

　また、県内の小・中学生から応募のあった「家庭の日」に

関する作文・図画の特選に選ばれた4人に県知事賞を授与

しました。

　終わりに、（公社）青少年育成広島県民会議の徳
とく

弘
ひろ

親
ちか

利
とし

副会長が閉会のあいさつを行い、全てのプログラムが無事

に終了しました。

大会の様子はこちらから

http://hiro-payd.or.jp/2020/

12/25/2645/

神出会長あいさつ

徳弘副会長
閉会あいさつ
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（青少年健全育成功労者２3人）
會
あい

田
だ

　栄
えい

司
じ

（尾道市）　  今
いま

田
だ

　恵
よし

敏
はる

（広島市）　  梅
うめ

本
もと

　昌
まさ

子
こ

（広島市）　  樫
かし

迫
さこ

　瑞
みず

恵
え

（広島市）　  久
く

保
ぼ

　定
さだ

章
あき

（広島市）

小
こ

林
ばやし

　　明
あきら

（尾道市）　  住
すみ

田
だ

由
ゆ

美
み

子
こ

（広島市）　  髙
たか

橋
はし

　昭
てる

喜
き

（東広島市）  高
たか

山
やま

恵
え

美
み

子
こ

（広島市）　  田
た

口
ぐち

　圭
けい

子
こ

（広島市）

田
た

中
なか

　尚
たか

子
こ

（広島市）　  泊
とまり

野
の

　数
かず

子
こ

（廿日市市）  中
なか

野
の

　英
ひで

雄
お

（呉市）　　  難
なん

波
ば

　壽
ひさ

則
のり

（広島市）　  長
は

谷
せ

川
がわ

武
たけ

司
し

（三原市）

藤
ふじ

川
かわ

　総
ふさ

子
こ

（広島市）　  藤
ふじ

原
わら

　隆
たか

憲
のり

（尾道市）　  古
ふる

川
かわ

　春
しゅん

徳
とく

（東広島市）  森
もり

川
かわ

　幸
さち

郎
ろう

（三次市）　  山
やま

口
ぐち

　幸
ゆき

夫
お

（呉市）

山
やま

中
なか

　春
はる

記
き

（広島市）　  山
やま

本
もと

　佳
よし

宏
ひろ

（広島市）　  吉
よし

長
なが

美
み

佐
さ

子
こ

（広島市）

尾
おの

道
みち

かもめ会
かい

（尾道市）　

祇
ぎ

園
おん

武
ぶ

剣
けん

会
かい

スポーツ少
しょう

年
ねん

団
だん

（広島市）　

横
よこ

浜
はま

昔
むかし

あそびの会
かい

（坂町）

（育成功労団体3団体）

（50音順、敬称略）

特　選　呉市立呉中央中学校 1 年　宮
みや

岡
おか

　隼
はや

都
と

特　選　呉市立音戸中学校 3 年　桐
きり

谷
たに

　友
ゆ

里
り

特　選　広島市立宇品中学校 3 年　宮
みや

本
もと

　優
ゆう

（作文の部）

特　選　福山市立御幸小学校 3 年　門
もん

田
でん

　心
こころ

（図画の部）

小
お

野
の

　瑞
みず

季
き

（福山市）　

柿
かき

木
ぎ

　里
り

予
よ

（福山市）

増
ます

原
はら

　直
なお

枝
え

（福山市）

（模範青少年3人）

令和2年度青少年健全育成功労者等知事表彰受賞者

令和2年度「家庭の日」に関する作品の知事賞受賞者
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（青少年6人）
大
おお

倉
くら

　芽
め

依
い

（安芸太田町）　　小
お

田
だ

　愛
あい

芽
か

（安芸太田町）　　則
のり

信
のぶ

　大
だい

介
すけ

（尾道市）　　則
のり

信
のぶ

　裕
ゆう

太
た

（尾道市）　　

宮
みや

本
もと

　晋
しん

輔
すけ

（尾道市）　　森
もり

永
なが

　雄
ゆう

大
だい

（安芸太田町）

有
あり

馬
ま

　義
よし

憲
のり

（広島市）　  池
いけ

本
もと

　正
まさ

良
よし

（東広島市）  石
いし

本
もと

　重
しげ

夫
お

（広島市）　  植
うえ

永
なが

　勝
かつ

成
なり

（広島市）　  宇
う

根
ね

　育
いく

恵
え

（広島市）

大
おお

野
の

　敏
とし

雄
お

（三原市）　  大
おお

前
まえ

　良
りょう

子
こ

（広島市）　  金
かね

子
こ

　真
ま

里
り

（呉市）　　  上
かみ

瀬
せ

　雅
まさ

晴
はる

（呉市）　　  神
かみ

村
むら

登
と

紀
き

恵
え

（広島市）

亀
かめ

本
もと

　　誠
まこと

（広島市）　  河
かわ

野
の

　重
しげ

徳
のり

（広島市）　  木
き

村
むら

　二
ふ

美
み

（呉市）　　  小
こ

谷
だに

　桂
けい

司
し

（呉市）　　  小
こ

畑
ばた

　賢
けん

蔵
ぞう

（広島市）

澤
さわ

　　美
み

苗
なえ

（呉市）　　  塩
しお

谷
たに

　武
たけ

志
し

（三原市）　  重
しげ

延
のぶ

　榮
えい

策
さく

（三原市）　  庄
しょう

子
じ

　佳
よし

良
ろう

（広島市）　  千
せん

﨑
ざき

　一
いち

郎
ろう

（三次市）

高
たか

杉
すぎ

　敏
とし

治
はる

（呉市）　　  高
たか

橋
はし

　一
いち

郎
ろう

（尾道市）　  高
たか

橋
はし

　利
とし

行
ゆき

（尾道市）　  立
たて

石
いし

　安
やす

次
じ

（尾道市）　  田
た

中
なか

　利
とし

子
こ

（広島市）

手
て

島
しま

　紀
のり

子
こ

（東広島市）  土
ど

岸
ぎし

　法
のり

子
こ

（広島市）　  中
なか

岡
おか

　博
ひろ

美
み

（呉市）　　  中
なか

本
もと

　　晃
あきら

（広島市）　  新
にい

出
で

　康
やす

人
と

（大竹市）

西
にし

住
ずみ

　信
のぶ

雄
お

（呉市）　　  沼
ぬま

田
た

　直
なお

亮
あき

（広島市）　  箱
はこ

﨑
ざき

　友
とも

幸
ゆき

（尾道市）　  橋
はし

本
もと

あさ子
こ

（広島市）　  比
ひ

屋
や

　真
しん

司
じ

（尾道市）

平
ひら

中
なか

　和
かず

宏
ひろ

（広島市）　  平
ひら

林
ばやし

　和
かず

子
こ

（廿日市市）  檜
ひ

皮
わ

　浩
こう

二
じ

（広島市）　  福
ふく

島
しま

　典
のり

子
こ

（広島市）　  藤
ふじ

岡
おか

　清
きよ

登
と

（三次市）

藤
ふじ

岡
おか

　久
く

美
み

（三次市）　  藤
ふじ

原
わら

　信
のぶ

彦
ひこ

（広島市）　  堀
ほり

　富
ふ

士
じ

男
お

（尾道市）　  松
まつ

本
もと

　早
さ

苗
なえ

（広島市）　  松
まつ

本
もと

　史
し

朗
ろう

（尾道市）

宮
みや

原
はら

　勝
かつ

三
み

（広島市）　  本
もと

﨑
さき

　恵
え

美
み

子
こ

（広島市）  山
やま

川
かわ

　義
よし

昭
あき

（広島市）　  山
やま

根
ね

　正
まさ

則
のり

（竹原市）　  吉
よし

岡
おか

かや子
こ

（広島市）

米
よね

元
もと

　広
こう

治
じ

（広島市）

（青少年健全育成功労者51人）

（50音順、敬称略）

令和２年度青少年育成広島県民会議表彰受賞者

音
おん

戸
ど

の舟
ふな

唄
うた

保
ほ

存
ぞん

会
かい

（呉市）　　亀
かめ

山
やま

剣
けん

道
どう

クラブスポーツ少
しょう

年
ねん

団
だん

（広島市）　　こうちっ子
こ

体
たい

験
けん

スクール実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

会
かい

（広島市）

幸
さい

崎
ざき

パイレーツスポーツ少
しょう

年
ねん

団
だん

（三原市）　　中
なか

野
の

東
ひがし

スポーツ少
しょう

年
ねん

団
だん

（広島市）

（育成功労団体5団体）

呉
くれ

市
し

立
りつ

郷
ごう

原
はら

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

生
せい

徒
と

会
かい

(呉市)　　安
やす

浦
うら

一
いっ

心
しん

館
かん

(呉市)

（模範活動団体２団体）
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獅子太鼓　
三原市立幸崎中学校郷土芸能班
　三原市立幸崎中学校郷土芸能班は、毎年3月下旬
に行われる「幸崎能地春祭り」にて、五穀豊穣と大漁
を祈願して奉納される「獅子太鼓」の継承を目的に、
1975年、幸崎中学校に特別な部活動として設立さ
れました。今年で、発足から45年目を迎えます。全
校生徒が所属し、週1回の練習を重ね、地域文化の
継承に努めています。今回は、『獅子太鼓』を披露しま
した。

青少年活動発表

6 せとのあさ Vol.153
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第41回少年の主張広島県大会県知事賞受賞・第41回少年の主張全国大会国立青少年教育振興機構努力賞受賞
「生きる意味」　広島市立舟入高等学校1年　西

にし

村
むら

悠
ゆう

さん
　令和元年度「第41回少年の主張広島県大会」で、広島県知事賞を受賞し、第41回少年の主張全国大会で国立青
少年教育振興機構努力賞を受賞した広島市立舟入高等学校1年 西村 悠さんが「生きる意味」と題しまして体験し
気づいたことを発表しました。

　四代目 三
さん

遊
ゆう

亭
てい

圓
えん

歌
か

さんが「感謝のプラス志向」をテーマに講演しました。会場は爆笑の渦で、笑いの中にも考
えさせられる場面がたくさんあり、会場の皆さんは笑顔と感銘の中、楽しいひと時を満喫しました。

※受賞時は東広島市立西条中学校3年

三
さ ん

遊
ゆ う

亭
て い

圓
え ん

歌
か

 さん
本名 ： 野

の

間
ま

 賢
さとし

昭和34年4月8日鹿児島県肝
きも

属
つき

郡錦江町（旧・大根占町）生まれ。
昭和53年（1978年）3月大阪市立汎

はん

愛
あい

高校卒業後、三代目・三遊亭圓
えん

歌
か

に入門。昭和
57年（1982年）4月に二つ目昇進。三遊亭きん歌となる。昭和60年（1985年）若手演芸

大賞最優秀二つ目賞を受賞。ＮＨＫ新人落語コンクール入賞。昭和62年（1987年）10月先輩18人抜きで真打昇進。
入門9年目で真打昇進の大抜擢を受ける。初代・三遊亭歌之介となる。落語にとどまらず、テレビ、映画でも活躍
し、平成31年（2019年）3月四代目・三遊亭圓歌を襲名する。

少年の主張意見発表

講　演　会
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ひろしまドリームプロジェクト
〜オリンピックに夢を乗せて〜

バスケットボール講習会・実技指導等
開催日 ： 平成28年8月25日（木）　13：00～16：00
会　場 ： 広島県立総合体育館（大アリーナ）（広島市中区基町4-1）
指導者 ： 広島ドラゴンフライズ選手・コーチ
参加者 ： 広島県内の小学生103人
協　賛 ： 広島県遊技業防犯協力会連合会　株式会社広島ドラゴンフライズ

フットサル講習会・実技指導等
開催日 ： 平成28年11月12日（土） 13：30〜15：30
会　場 ： ミズノフットサルプラザ（広島市西区観音新町4-16-7）
指導者 ： �ミズノスポーツサービスフットサル指導者
　　　　  アンジュヴィオレ広島（女子サッカーチーム）育成指導者・選手
参加者 ： 広島県内の小学生29人
協　賛 ： 広島県遊技業防犯協力会連合会　ミズノスポーツサービス株式会社

● ● ● 平成28年度（2016年度） ● ● ●

5年間の軌跡
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卓球講習会・実技指導等
開催日 ： 平成29年8月29日（火）13：00～15：00

会　場 ： 広島県立総合体育館（小アリーナ）（広島市中区基町4-1）

指導者 ： 中国電力女子卓球部監督、コーチ、選手

参加者 ： 広島県内の小学生33人

協　賛 ： 広島県遊技業防犯協力会連合会

柔道講習会・実技指導等
開催日 ： 平成29年9月3日（日）13：30～15：30

会　場 ： 廿日市市スポーツセンターサンチェリー・武道場（廿日市市串戸6-1-1）

指導者 ： 全日本柔道連盟　出口達也氏、廿日市市柔道連盟指導者

参加者 ： 広島県内の小学生92人

協　賛 ： 広島県遊技業防犯協力会連合会

● ● ● 平成29年度（2017年度） ● ● ●
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バレーボール講習会・実技指導等
開催日 ： 平成30年6月23日（土）13：30～15：30

会　場 ： 東広島運動公園（メインアリーナ）

指導者 ： 日本たばこ産業株式会社男子バレーボール部　JTサンダーズ選手3人

参加者 ： 広島県内の小学生83人

共　催 ： 東広島市教育委員会、青少年育成東広島市民会議

協　力 ： NPO法人広島トップスポーツクラブネットワーク（トップス広島）

協　賛 ： 広島県遊技業防犯協力会連合会

バドミントン講習会
開催日 ： 平成30年7月27日（金）13：30～15：30

会　場 ： 広島県立総合体育館（小アリーナ）

指導者 ： 広島ガスバドミントン部　監督、選手6人

参加者 ： 広島県内の小学生75人

協　力 ： NPO法人広島トップスポーツクラブネットワーク（トップス広島）
広島県バドミントン協会

協　賛 ： 広島県遊技業防犯協力会連合会

● ● ● 平成30年度（2018年度） ● ● ●
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陸上教室
開催日 ： 令和元年7月23日（火）13：30～15：30

会　場 ： 呉市総合体育館（シシンヨーオークアリーナ）

指導者 ： 中国電力株式会社陸上競技部　選手7人

参加者 ： 広島県内の小学生219人

共　催 ： 呉市文化スポーツ部文化振興課、呉市青少年補導員連絡協議会

協　力 ： NPO法人広島トップスポーツクラブネットワーク（トップス広島）
一般財団法人広島陸上競技協会

協　賛 ： 広島県遊技業防犯協力会連合会

ハンドボール教室
開催日 ： 令和元年7月30日（火）14：00～16：00

会　場 ： 広島県立総合体育館（小アリーナ）

指導者 ： イズミメイプルレッズ　選手5人

参加者 ： 広島県内の小学生28人

協　力 ： NPO法人広島トップスポーツクラブネットワーク（トップス広島）
広島県ハンドボール協会

協　賛 ： 広島県遊技業防犯協力会連合会

● ● ● 令和元年度（2019年度） ● ● ●

11せとのあさ Vol.153
2021.2



開催日 ： 令和２年10月２5日（日）　14：05～18：30

会　場 ： 広島サンプラザ

参加者 ： 100人（広島県内の小学生及びその保護者等）

内　容 ： ○試合観戦　「広島ドラゴンフライズ」対「三遠ネオフェニックス」

○「田渡凌選手と神田康秋さんによるトークショー」

　　　　　　テーマ：「挑戦」することの大切さ

協　力 ： 株式会社広島ドラゴンフライズ

協　賛 ： 広島県遊技業防犯協力会連合会

● ● ● 令和2年度（2020年度） ● ● ●

　「ひろしまドリームプロジェクト」は、小学生を対象にプロスポーツ選手等による講習会・実技指導等を
開催し、青少年の体力向上と機運の醸成をはかり、心身ともにたくましい青少年の健全育成に資するこ
とを目的に、平成28年度から開始されました。
　毎年2種目のスポーツを選びこの5年間で8種目、延べ700人を超える子供たちが参加してくれました。
それぞれの種目でトップレベルの実技指導等を受けながら、夢を抱き生き生きと運動する子供たちの姿
が特に印象的でした。
　最終年度となる今年度は、オリンピックの延期に伴い、予定していた「東京五輪体験プログラム」の中
止を余儀なくされましたが、新たな企画として地元「広島ドラゴンフライズの試合観戦」と「挑戦するこ
との大切さ」をテーマに「田渡凌選手と神田康秋さんによるトークショー」を実施することができました。
　試合観戦では、延長戦の末、劇的な勝利で大いに盛り上がり、トークショーでは、夢に向かって取り組む
田渡選手の熱い思いに会場全体が引き込まれ、まさにこのプロジェクトを締めくくるのにふさわしい内
容となりました。
　このプロジェクトを通して、本当に多くの関係者の皆さんにご協力をいただきました。
　改めてお礼を申し上げます。
　参加してくれた子供たちが夢の実現に向け、たゆまず進んでいってくれることを願うとともに、今後と
も心から応援しています。

● ● ● プロジェクトを振り返って ● ● ●

トークショーの様子を配信中

http://hiro-payd.or.jp/2020/12/11/2650/
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「広島ドラゴンフライズ田渡凌選手と
神田康秋さんによるトークショー」
テーマ：「挑戦」することの大切さ
期　日：令和２年10月25日（日）（広島サンプラザ）

「田渡さんは3歳からバスケットを
　始めたんですね。」
神田：田渡さんは3歳からバスケットを始めたんですね。

田渡：はい、3歳から始めました。

神田：3歳ですよ、皆さん。3歳でバスケットってできるもん

なんですか。

田渡：覚えてないです。全然覚えてないんですけど、自分は

三人兄弟の末っ子なんですけど、お兄ちゃん二人がも

ともとバスケットボールをやっていて、それでお母さ

んが、僕を大会に連れていかないと家に1人にできな

い、そういう経緯で始めました。

神田：なるほど。では、よく分からないけれども、兄弟、お

兄ちゃん、4歳年上、6歳年上ですよね。

田渡：そうです、はい。

神田：それからバスケットを見て、目の当たりにして、どう

でした？

田渡：今27歳で、3歳から24年間やってきたんですけど、大

好きだし、それが1回も変わったことがないんです。

友達と遊ぶよりも何をしているよりも、バスケットを

やっているのが一番楽しいので、その気持ちは変わら

ないですね。

神田：そして、最初の今日のテーマの「挑戦」ですけれど

も、一つ目の挑戦がここで生まれるんですよね。お兄

ちゃんに負けたくないというチャレンジ精神、この辺

りはどうでしたか。

田渡：みんな、何年生ぐらいかな。２年生か3年生ぐらい？4

年生？

神田：4年生。

田渡：お兄ちゃんが四つとか六つ上だと、なかなか勝てない

んだけど、でも、僕は昔からすごく負けず嫌いで、負

けると毎回けんかをしてました。バスケじゃ勝てない

から、もうずるいことばっかり。後ろからパンチした

りとかしていたんだけど、それぐらい負けず嫌いで、

でも、その勝ちたいという気持ちが僕の初めてのチャ

レンジでした。

神田：そして、ゲームもしていない、ほかの遊びもしていな

いわけでしょう？　子どもの頃、小学校の頃。ゲーム

とか、テレビゲームとかは？

田渡：ほとんどやっていた記憶がないです。

神田：そのテレビ画面では、いつも何を映していましたか。

田渡：バスケットボールの試合をよく見ていました。

神田：小学生で？

田渡：はい。

神田：そして、ここで、皆さん、それを見て、田渡さんはど

う思ったか。教えてください。

田渡：たぶん、今日みんなね、試合を見に来てくれたから

思った人もいるかもしれないんですけど、僕はビデオ

を見て、「あ、こういう人たちみたいに上手になりた

い」と思って、まねをするようにしていました。うち

の実家の外には、お父さんがリングを付けてくれた、

バスケットゴールを付けてくれたんだけど、ビデオを

見て、止めて、外でまねをしてという、ちょっとおか

しいよね。というのを毎日やりました。

神田：ですから田渡さんは、まずスタートは、まねをするこ

とから始めて、憧れてまねをした、そういうことでい

いですか。

～令和２年度ひろしまドリームプロジェクト～
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田渡：はい、そうです。

神田：そして、要はプレーですから、もう一流のプロ選手た

ちもいるわけですよね。そういったプレーをまねて、

小学校の頃、できるものなんですか。

田渡：できません。

神田：あ、できないんだ。ちょっと、ほっとしました。

田渡：はい。まあ、できることもあったんですけど、ほと

んどはできないんです。でも、やっぱりできないこ

とが見つかるのが自分は楽しくて、どうやったらこ

れはできるようになるんだろうというのを、何回も

見て勉強して、外へ行って1人でやってというのを

やっていたので、そうですね、それが僕の楽しみで

した。

神田：皆さん、心に留めてね。できないことを見つけたとい

うことがね、できないことが分かったということ。こ

れはチャレンジしないと分からないですね。

「新しいことを始めないと、
　自分が何ができて、
　何ができないのかというのが
　分からない」
田渡：そうですね。新しいことを始めないと、自分が何がで

きて、何ができないのかというのが分からないです

し、それが自分は一番大事にしていることです。だか

ら、できないことが見つかったときは、楽しんでやる

のが僕は一番いいことなんじゃないかなと思うし、そ

れが生きがいになると僕は信じています。

神田：そして、小学生の頃というのは、お父さまがバスケッ

トボールの先生、監督さん。

田渡：お父さんは小学校の先生ではないので、中学校・高校

のバスケットボールを教えている指導者だったんで

すけど、お母さんは毎日試合に来て、僕が先生に、

ちょっと無視したりとか返事をしなかったら、裏に連

れていかれて、めちゃめちゃやられましたね。怒られ

ました。

神田：それだけお母さんは本当に教えたかったんですね。

田渡：僕がバスケをうまくなるためにやっていたというより

は、一人の人として、礼儀だったりとか、そういう部

分に関してはものすごく厳しかったと思います。僕が

失礼なことをしたりとか、友達に対して嫌なことをし

ていたりとか、そういうことがあったときとかは、も

のすごく怒られました。

神田：キャプテンにしようとか、もちろん全然お母さんは

思ってないよね。リーダー的な役割をしよう、あるい

は、このポジションはこうなんだ、ゲームメーカーな

んだということも設定していないのに厳しかった？

「僕が弱気な姿勢とか、
　それこそ挑戦しない、　
　チャレンジしない姿勢で　
　バスケットに臨んでいると、
　ものすごく怒られました。」
田渡：そうですね、そういう技術的な面とかで怒られたこと

はないですけど、僕が弱気な姿勢とか、それこそ挑戦

しない、チャレンジしない姿勢でバスケットに臨んで

いると、ものすごく怒られました。

神田：今、とっても大事なことだね。チャレンジしない。も

う最初から、僕はできないよ、私はできないわという

のは駄目だということなんですね。

神田：3歳から始めて、小学校、ミニバスケットボールです

よ。僕も実況中継を何度もしましたよ、子どもたちの

プレーをね。みんなすごくうまい。レベルが高い。そ

ういう中で、いわゆる同級生よりも、それ以上の力を

持っていたわけでしょう？

田渡：持っていました。

神田：チームの中には、年上ばっかりのいるチームに入った

ということですか。

田渡：そうです。

神田：やりづらくなかったですか。

「毎日毎日、
　この人に勝ちたいと思いながら
　練習したのが、
　僕の幼少期ということになります。」
田渡：始めた当初は、僕よりうまい人たちがいっぱいいるので

勝てないんですけど、でも、最初は4歳と6歳上のお兄

ちゃんを倒すためにずっとやってきた日々が、一つ上の

先輩、二つ上の先輩、三つ上の先輩たちと毎日やってい

る中で、毎日毎日、この人に勝ちたいと思いながら練習

したのが、僕の幼少期ということになります。
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神田：これもチャレンジなんですね。ですから、先輩たちに

負けたくないという、負けん気がやっぱり強いんです

ね。

田渡：強いですね。何に関しても勝ちたいと思っています

ね。

神田：では、小学校の頃というのは、どうしたら勝てるとい

うふうに。覚えている範囲でいいですけど、どういう

ことをされていましたか。

田渡：今もそれは変わっていないんですけど、やっぱり練習

しないと勝てないし、「おっしゃ、勝ちたい」と思っ

たから勝てるスポーツじゃない。シュートも、「おっ

しゃ、決めたい」と思って打っても、入らないことが

半分以上あるわけで、だから、とにかく練習して、自

分が勝てると思うまで練習するようにしていました。

神田：その練習ですけれども、だったらご両親は、バスケッ

ト一家だし、バスケットばっかりして、勉強というの

はどうなんですか。

田渡：僕は、よく運動選手は「運動だけできればいい」と言

われるのが嫌だったから、僕は勉強もずっと学年で

トップクラスでした。

神田：学年でトップクラス。

田渡：はい、そうです。

神田：みんな聞いた？　学年でトップクラスの人、手を挙げ

て。おっ、いた。関係者ですね（笑）。しかし、いわ

ゆるトップクラス、そしてバスケットでも、ある程度

の力をつけてきたということで、では、やはり人生の

自信が、その幼少期に、もう芽生えたんですか。

「やっぱり自信は
　自分がどれだけ練習したかで
　ついてくる」
田渡：そうですね、やっぱり自信は自分がどれだけ練習した

かでついてくるものだと思うんですけど、勉強してい

た理由も、ほかの人に負けたくなかったからだし、そ

うやって思われたくない、バスケットはうまいけど勉

強もできると思われたかったし、ほかの人と一緒にな

りたくないという気持ちが強かったから、自分は勉強

も運動も一生懸命やりました。

神田：そして、小学校を卒業して、今度は中学生ですよ。日

本チャンピオンになっていくわけですよね。

田渡：なれなかったんですけどね。

神田：あ、なれなかった。

田渡：２番で終わっちゃったんです。

神田：あ、そうか。目指したんだけど２番だったんだ。

田渡：そうです。

神田：悔しかったですね、その時。

田渡：相当悔しかったですね。めちゃめちゃ泣きましたね。

神田：めちゃめちゃ泣いた。

田渡：はい。

神田：やっぱりそういう悔しさからはい上がっていく方法と

いうのを、その時に身に付けていましたか。どういう

ことを考えていましたか。

田渡：その時は、考えていたというよりも、やっぱり負ける

と、ゲームとかでも負けたら悔しいよね。僕の場合

は、バスケットボールをやっていて、全国大会に出

て、負けて悔しかった。バスケットボールで勝ちたい

から、その悔しい思いをどこで晴らすかと言ったら、

もう一回、体育館に行って練習することしか、僕の中

で気を晴らすことができないというか、そこ以外に自

分のフォーカスがなかった。だから、負けたときこそ

体育館に向かって練習し続けたというのは、僕の財産

になっています。

神田：自分を冷静に見つめる力が、その時にもう既にあった

ということですね。この力が大事なんですね。要は、

何が足りないか分かっているという。

田渡：自分もそうだし、僕の場合は両親もそうだし、中学校

のバスケットボールの先生たちもそうだし、先輩たち

もそうだったんですが、周りに恵まれていたと思いま

す。僕は、正直、結構上手だったから生意気だったか

もしれないけど、それを怒ってくれる先生たちがいっ
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ぱいいたからよかったなと思うし、調子に乗らない

で、「俺、もう、うまいから練習しなくていいや」と

1回もならなかったのがよかったことだと思います。

神田：いいね、今日の話はね。お父さん、お母さんのほうが

「ふんふん」とうなずいていらっしゃる。

田渡：眠いよね、みんなね。しーんとして。ごめんね。

神田：小学校から中学校、そして高校というふうになるわけ

ですけれども、将来の進路ということで、身長も高く

なっていましたよね。

田渡：そうですね。そんなに大きくはないんですけど、普通

の人よりは、まあまあ大きいほうかなと。

神田：1メートル60センチぐらいが中学。

田渡：中学校3年生は174センチぐらいありましたね。

神田：もう、そこで。あ、そうなんですか。

田渡：はい。

神田：そして高校卒業時点で。

田渡：180センチ台ですね。

神田：それでポイントは、高校からどういうふうにして身を

立てていこうかということなんですよ。バスケット一

家ですけれども、どういうことを考えていたんです

か。兄弟同士で何か話していたんですよね、きっと将

来図を。

「アメリカの大学に行って、
　もっともっとうまい人たちとか
　強い人たちとやって勝ちたい、
　うまくなりたい」
田渡：はい、そうです。高校へ行ったら、みんな、次はどこ

に行く？大学へ行くよね。自分は、日本の大学に行っ

てバスケットをするんじゃなくて、バスケはアメリカ

が一番強いんだけど、アメリカの大学に行って、もっ

ともっとうまい人たちとか強い人たちとやって勝ちた

い、うまくなりたいと思ったから、僕は高校が終わっ

てからアメリカに留学しました。

神田：聞きましたか。国際的になっちゃった。だけど、夢を

描くということをずっと思っていた高校時代、その気

持ちが芽生えたのはいつですか。

田渡：15歳ぐらいです。高校1年生ぐらいです。

神田：アメリカに行きました。どうだったですか。

田渡：自分が思っていたよりも大変なことがいっぱいありま

した。

神田：うん。何が大変？

田渡：言葉がしゃべれない、自分の思っていることを人に伝

えられない、思いどおりにならない。

神田：ああ、何もかもが？

田渡：はい。でも、これも全部、人のせいにはできないの

で、どうやったら今の自分がなりたい自分になれるか

というのをいっぱい考えましたね。

神田：いっぱい考えた。

田渡：いっぱい考えましたね。悔しすぎて眠れなかったで

す。

神田：だいたい睡眠時間は9時間取るタイプよね。

田渡：はい、毎日9時間寝ます。

神田：皆さん、9時間寝るんですよ。それはどうして？

「9時間寝るとシュートの成功率が
　上がります。」
田渡：9時間寝るとシュートの成功率が上がります。

神田：みんな、今日から寝よう。9時間ね。本当に？

田渡：はい。そういう研究結果を僕は読んだことがありま

す。

「やっぱり人間として、
　いい大人にならなきゃいけない
　というのがバスケット選手よりも
　大事なことだから、」
神田：アメリカで身に付けたことは何ですか。

田渡：たくさんあるんですけど、バスケットボールの技術よ

りも、僕が学んだのは、自分が今ある環境でどれだけ

成長できるか。もちろん、バスケットボールをやって

いたら、バスケットがうまくなりたいと思って毎日過

ごしてはいるんだけど、やっぱり人間として、いい大

人にならなきゃいけないというのがバスケット選手よ

りも大事なことだから、どうやっていい人間になれる

か、人に見られても恥ずかしくない生活をするかとい

うのを、僕は一番考えてやっていました。だから、人

が見ていないときこそ練習したし、人が見ていないと

きこそ、ごみ拾いをやったりとか。そんなことを言っ

たら、善人にしか聞こえないんですけど。
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神田：いやいや、本当にそうですよ。

田渡：でも、常に人に見られていると思って僕は今も行動し

ているし、これからも行動するし、それはアメリカに

行った時に学んだことだと思います。全てはバスケッ

トにつながると思って、いつも生活をしているので、

その基盤が身に付いたのが僕のアメリカ留学生活だと

思います。

「このチームでみんなと一緒に
　挑戦していきたい」
神田：そしてチャレンジということでは、アメリカから、横

浜、そして今この広島を選ばれた。最後のトークは、

なぜ広島を選ばれたのか、それを教えてください。

田渡：はい。自分はプロの選手になって今年で4年目です。

3年間、前は横浜にあるチームにいたんですけど、な

かなか勝てなくて、自分が中心選手でやってきたけ

ど、なかなかチームに貢献できなかった。でも、自分

はもっとうまくなりたいと思ったし、どうやったらう

まくなれるんだろうと考えたときに、新しいチームに

行って、もう一回挑戦しようと思いました。

　　　その中で広島に来たのは、今、Ｂリーグというのは三

つリーグがあります。1部と２部と3部があるんです

が、広島はＢ２に所属していたのが、今年からＢ1に

上がったタイミングで、チームとしても県としても新

しい挑戦、そういう印象を自分は抱いたので、では、

このチームでみんなと一緒に挑戦していきたいなとい

う思いがあって広島に来ました。

神田：心のモットーというのはありますか。負けちゃいけな

いとか、いっぱい、みんな人それぞれあるんですけれ

ども。

「モットーは『気迫』。
  『気迫』というのは、
　相手を圧倒する精神力という意味」
田渡：これも、自分の高校の、横断幕って分かるかな。一文

字、「勝利」とか「勝つ」みたいな言葉があるんだけ

ど、僕の高校の横断幕は「気迫」という言葉が書かれ

ていました。「気迫」というのは、相手を圧倒する精

神力という意味です。それを僕は、生まれて、自分の

両親にすごく教わったというか、植え付けられたもの

だなと思っているし、それが自分のモットーで、毎日

バスケットボールに触るとき、コートに行くとき、毎

回その気持ちを大事に。やりたくてもやれない人はた

くさんいるので。自分はプロのバスケットボール選手

で、今日もこうやってたくさんの人たちが応援しに来

てくれる立場で、恵まれています。それを当たり前だ

と思わないで、毎日やることが自分のモットーです。

神田：いや、勉強になることばっかりですね。お父さん、お

母さんも、すごい勉強になる話ですよね。バスケット

というのは、人生の中でどういう意味、どういう位置

付けなんですか。

「バスケットが全て。
　バスケットボールが
　自分をこういう人間にしてくれた」
田渡：全てですね。

神田：全て。

田渡：僕は全部バスケットボール。バスケのことを考えてい

ない自分ってたぶんなくて、早く寝るのもバスケのた

めだし、お菓子とか食べないのもバスケのためだし、

お酒を飲まないのもバスケのためだし、揚げ物をあま

り食べないのもバスケのためなので、全て。今日も早

く帰って寝て、明日の練習に備えなきゃいけない。そ

れもバスケのためにやることで、だから全てです。で

も、それをやっていると、やっぱり人としても成長で

きるんじゃないかなと思うので、バスケットボールが

自分をこういう人間にしてくれたと思っているし、こ

れからも自分はもっともっとやっていけるんじゃない

かなと思っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　（以上）
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令和2年度「家庭の日」に関する作文・図画入賞作品 入賞者
作文の部
●特選（広島県知事賞）

呉市立呉中央中学校　	 1年	 宮
み や

　岡
お か

　隼
は や

　都
と

	「海と心の祖父」

呉市立音戸中学校	 	 3年	 桐
き り

　谷
た に

　友
ゆ

　里
り

	 「いってらっしゃい」

広島市立宇品中学校	 	 3年	 宮
み や

　本
も と

　　　優
ゆ う

	「大きいおばあちゃん」

●入選（公益社団法人青少年育成広島県民会議会長賞）

東広島市立龍王小学校	 2年	 今
い ま

　井
い

　怜
れ

央
お

奈
な

	「おじいちゃんおばあちゃん大すき」

東広島市立三ツ城小学校	 5年	 江
え

　口
ぐ ち

　結
ゆ い

　菜
な

	「家族の力でできている夕飯の時間」

広島市立楠那小学校	 	 5年	 大
お お

　坂
さ ぁ

　柊
しゅう

　真
ま

	「わが家の家訓」

庄原市立庄原中学校	 	 1年	 天
あ ま

　野
の

　椛
か

　水
な

	「私の父と母」

呉市立呉中央中学校	 	 1年	 世
せ

　良
ら

　麻
ま

　琴
こ と

	「家族の距離感」

福山市立培遠中学校	 	 2年	 島
し ま

　原
は ら

　康
こ う

　平
へ い

	「チーム康平」

広島県立三次中学校	 	 2年	 中
な か

　村
む ら

　隼
は や

　翔
と

	「家族の応援、力になる」

広島市立五月が丘中学校	 3年	 角
か ど

　山
や ま

　幹
か ん

　太
た

	「素晴らしい家族との時間」

広島市立宇品中学校	 	 3年	 日
ひ

　山
や ま

　花
か

　音
の ん

	「良きライバル」

※他に広島市立宇品中学校に受賞者がおられますが、本人の希望により掲載を控えさせて頂きます。

図画の部
●特選（広島県知事賞）

福山市立御幸小学校	 	 3年	 門
も ん

　田
で ん

　　　心
こころ

	「かぞくみんなで集まって楽しい時間ができた」

●入選（公益社団法人青少年育成広島県民会議会長賞）

広島市立楠那小学校	 	 1年	 中
な か

　野
の

　世
せ

　理
り

	「ちいさいときのわたしとパパ。」

呉市立安登小学校	 	 1年	 森
も り

　下
し た

　英
え い

　太
た

	「なつやすみにいえで、プールをしたよ。」

呉市立坪内小学校	 	 2年	 中
な か

　原
は ら

　愛
あ

　結
ゆ

	「レオマでお母さんとスライダー楽しかった。」

広島市立戸坂小学校	 	 4年	 杉
す ぎ

　浦
う ら

　芭
は

　奈
な

	「家庭の菜園が、出来る事が家庭の幸せな日々。」

福山市立御幸小学校	 	 6年	 山
や ま

　成
な り

　花
か

　凛
り ん

	「去年行った水族館の魚を家族の手形で表した。」

明るい家庭の日運動 令和2年度「家庭の日」に
関する作文・図画

　健全で明るい家庭は、家族みんなで話し合い、家族みんなで楽しみ合い、家族みんなで力を出し合
うことによって築かれます。
　青少年育成広島県民会議では、毎月第3日曜日を「家庭の日」として定め、明るい家庭づくりの運動
を展開しています。
　この運動が広く地域に浸透し、多くの家庭で実践されることを願って、県内の小・中学生を対象に募
集を行い、県内の小学校37校、中学校23校から作文・図画を合わせて1,328作品の応募がありました。
　これらの作品は、日常生活において家族と自分とのかかわり方で感動したこと、家族に感謝してい
る心や存在の大切さなど、自分の気持ちを素直に純粋に表現しています。
　審査の結果、特選作文3作品、特選図画1作品、入選作文10作品、入選図画5作品が選ばれました。
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　「なんで捨てるんかの。」
　祖父は、捨てられた魚釣りの仕掛けを見つけると、手際よく片付けていく。魔術師みたいだ。魚釣りに行くと必ず祖父がやることだ。
　僕は、祖父の影響で、魚釣りが大好きだ。初めて魚釣りに連れて行ってくれた時の事は、今でも覚えている。海に着いて、嬉
しさと早く釣りをしたい気持ちで走り出した時に、大きな手で、肩をつかまれた。
　「走ったらいけん。海に落ちるぞ。」
と怒られた。堤防へ行くと、釣り糸が落ちていた。触ろうとすると、
「針が刺さって怪我をするから危ない。」
と怒られた。
　えさの付け方、竿の投げ方、タイミングなど魚釣りのやり方だけでなく、魚釣りのルール、釣り人の自覚を教えてくれた。
　だから、僕は、釣りに行く時は必ずゴミ袋を持っていく習慣がついた。（来た時よりもきれいにして帰る。）
　祖父は、少し厳しいところもあったけど、潮風に吹かれて竿先を見ながら、家族の事や学校の事など、たくさん話をした。魚
が釣れた時は一緒に喜んでくれた。
　祖父は、12年前に胃がんになった。数年前に再発し、抗がん剤治療をしていた。会うたびに少し痩せていったけれど、元気そ
うに見えた。だから、緊急入院したと聞いた時はとても驚いた。子供は面会謝絶だったので、手紙を書いた。普段、手紙を書か
ないから、すごく時間がかかったけれど、思いを込めて書いた。後で母から祖父が喜んでいたと聞いた時は嬉しかった。
　数日後、容態が急変した。家族と病室に行った。痩せて一回り小さくなった祖父。目を閉じたままで、声をかけると薄く目が
開いてすぐに閉じた。手を握ると、痩せ細った小さな手に驚いた。あの力強い手で握り返してほしかった。胸が締め付けられて、
泣きそうになった。でも、泣いたら祖父が悲しむと思って歯をくいしばって我慢した。
　次の日、祖父が亡くなった。初めて身近な人が亡くなった。泣いている人もいたけれど、僕は涙が出なかった。優しい顔で寝
ているように見え、亡くなった実感がなかったからかもしれない。
　葬式の後、車窓から海が見えた。窓を開けると、潮風の匂いがした。祖父といった釣りの思い出が、連写で駆け巡って涙が出
てきた。あふれ出て止まらなかった。
　祖父が亡くなり10ヶ月。いつもの海へ行った。波はおだやかで、潮風が吹いていた。ふと見ると、魚釣りの仕掛けが捨てられ
ていた。僕はそれを拾いながら、
「なんで捨てるんかね。」
と祖父と同じことを言っていた。
　一緒に魚釣りをしてくれる祖父はいない。けれど、僕の心の中でずっと生きている。

海と心の祖父 呉市立呉中央中学校 1 年　宮
みや

岡
おか

　隼
はや

都
と

　「ただいま。」
妹や弟、母とも違う。太くてしっかりとした声が玄関から聞こえる。
「おかえり、父さん。」
と元気よく、少し早口で言う5歳の弟が我先にと玄関に向かう。この家を支える、一家の大黒柱、父親のもとに。
　私の父は海上自衛隊に勤めている。一回海に出ると半年近く仕事なので、あまり家に帰ることはない。しかしこの日、半年
振りに父の休暇がやってきた。皆の笑顔が増えた気がする。私達が手伝っていてもなお忙しい母に余裕が出来た気がする。
父の存在一つで家庭がこんなに明るくなるものかと毎度毎度驚いてしまう。
「ねぇ、遊びに行こう。遠くに行こう。あっ、おもちゃでも遊ぼう。早く！」
　弟が疲れている父の腕にしがみつく。
「明日明日。今日はゆっくりさせたげて。」
母が優しく、お願い！とふてくされた弟を慰める。父が帰って来たのは、夜だったので、私達は夜が過ぎるのを待った。
　次の朝、いつも起こされないと起きない弟がリビングにいる。小学4年生の妹はなんと朝から宿題に取り組んでいる。す
ると母が、「父さんと遊びに行きたいけん、早く起こしてって言われて。でも、やっぱり眠そう。」
母が苦笑する。当の本人はもそもそとトーストを食べている。父が部屋から来て、
「今日、皆で山に登らん？ちょっと遠めの散歩。楽しそうじゃない？」
最近あまり外に出ていないと思う。きっと風が心地良いだろう。いつもよりずっと速く今日分の宿題を終わらせる。弟は、楽
しそうに帽子、虫取り網、水筒などの準備をしている。よほど楽しみらしく、鼻歌が聞こえる。
　勉強道具を片づけ、キュッと帽子をかぶる。靴を履き、つま先をタイルの床にぶつける。妹は水筒、弟は虫取り網を持ち、い
ざ出陣と言わんばかりに歩き出す。
　登る途中、学校や家であったことを話す。私が話すときは「友達がね」から始める。以前その子について父に話した時から
はずいぶん月日がたっているので、無理に友達の名前を覚えなくても良いと思っているからだ。
「もしかして、○○ちゃん？合っとる？」
そう言って、覚えていてくれる。そういうところが家族皆に好かれる一つなのだと思う。
　父は自分達のささいなことまで覚えてくれる。家族を大切にしていることが分かる。そんな父だから帰って来る日が特別
で、皆は父が大好きなのだと思う。
　休暇が終わると、父は日が出る前に仕事に向かう。私は滅多に言えない「いってらっしゃい」を今日こそ、言おうと思う。

いってらっしゃい 呉市立音戸中学校 3 年　桐
きり

谷
たに

　友
ゆ

里
り

特 選

特 選
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　僕には「おばあちゃん」と呼んでいる人が3人います。1人は父方の祖母、1人は母方の祖母、そしてもう1人が母方の祖
母の母つまり曽祖母です。家族の中では曽祖母のことを「大きいおばあちゃん」と呼んでいます。「大きい」というのは、
決して身長が高いわけでも、体格がいいわけでもありません。どちらかといえば、僕から見ると家族、親戚の中で一番小
さいです。そんな曽祖母を「大きいおばあちゃん」と呼ぶのは、親戚の中で年齢が一番「大きい」ということからです。曽
祖母の年齢は99歳。あと半年で100歳になります。耳は遠いし、足腰が弱っているのですべての動きがスローモーション
の映像のようにゆっくりですが、祖母や祖母の妹にお世話してもらいながら、今も元気に過ごしています。また、お
しゃべりが得意なほうではなく、どちらかというと「うん。うん。」と話を聞くのが好きなほうなので、僕は曽祖母の昔の
話を直接聞いたことはあまりありません。しかし、母や祖母から、この99年間の間にいろいろなことがあったと聞いて
います。
　僕は今、社会の授業で第二次世界大戦の終結まで習い終えています。曽祖母が生まれたのは大正10年、1921年です。
歴史の教科書を見ると、この頃、国際連盟が発足したり、ワシントン会議が開かれたり、ソ連が成立したりと、歴史的に重要な
ことがたくさん起きていました。そして、今の僕と同じ14歳頃（昭和10年頃）は、日本が国際連盟から脱退し、二・二六
事件など軍部が力を強めていった時代です。また、今はもう亡くなっていますが、曽祖母の夫、つまり僕の曽祖父は、若い頃
陸軍の獣医に所属していたため、いろいろな戦争を経験していたようです。そして、曽祖父が曽祖母と結婚してからは、満州
での暮らしが始まったそうです。曽祖父は、日記を書く人だったので、その当時の戦地の様子や一緒にその軍にいた人との
何気ない会話、食事の話、偶然戦地で同郷の人に会ったことなどが記されてありました。戦地という以外は僕たちの日常と
あまり変わらない日記でした。
　しかし、満州で終戦を迎えると、曽祖父は曽祖母と満州で生まれた子ども２人を残したまま、シベリアへ抑留させられて
いました。その間に長男は満州で亡くなり、曽祖母と次男は終戦の翌年、日本に帰ってくることができました。そして、その
1年半後、曽祖父は何とか無事に日本に帰り、再び家族で過ごせるようになったそうです。
　曽祖父母が経験したこの話は、まさに今僕が歴史の授業で習っている話です。教科書の活字のことで、想像すらできま
せんでした。しかし曽祖母はそれを体験している、そして戦後何もない状態から曽祖父母たちが新しい日本をつくって
きてくれたおかけで、今の僕たちがいるんだと思うと、感謝と尊敬の気持ちを持って接していかなかればいけないと思
いました。
　時々曽祖母に会いに行くと、行く度に「優ちゃん大きくなったねぇ。」と目を細めて、しわくちゃの笑顔で言ってくれます。
そして、学校であったこと、頑張っていることを報告すると、すごく喜んでほめてくれます。帰り際には、「頑張ってね。」とし
わしわの手で握手してくれます。今まで苦労しながら頑張って生きてきた力強くも優しい手です。僕にとって1人しかいな
い曽祖母、ずっと元気でもっと長生きしてほしいです。

大きいおばあちゃん 広島市立宇品中学校 3 年　宮
みや

本
もと

　優
ゆう特 選

特 選
福山市立御幸小学校 3年 門

も ん

田
で ん

 心
こころ

かぞくみんなで集まって楽しい時間ができた

20 せとのあさ Vol.153
2021.2



入 選
広島市立楠那小学校
1年 中

な か

野
の

　世
せ

理
り

ちいさいときのわたしとパパ。

入 選
呉市立坪内小学校
2年 中

な か

原
は ら

　愛
あ

結
ゆ

レオマでお母さんとスライダー
楽しかった。

入 選
広島市立戸坂小学校
4年 杉

す ぎ

浦
う ら

　芭
は

奈
な

家庭の菜園が、出来る事が
家庭の幸せな日々。

協賛：広島ロータリークラブ、広島南ロータリークラブ、広島東ロータリークラブ、広島東南ロータリークラブ、
広島北ロータリークラブ、広島西ロータリークラブ、広島中央ロータリークラブ、広島西南ロータリークラブ、
広島陵北ロータリークラブ、広島安芸ロータリークラブ、広島城南ロータリークラブ、広島廿日市ロータリークラブ、
広島安佐ロータリークラブ

入 選
呉市立安登小学校
1年 森

も り

下
し た

　英
え い

太
た

なつやすみにいえで、プールをしたよ。

入 選

福山市立御幸小学校
6年 山

や ま

成
な り

　花
か

凛
り ん

去年行った水族館の魚を
家族の手形で表した。
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　市区町民会議は県民運動を推進する組織です。県内各地域の実情に応
じて特色ある活動を行っていますが、今年度は、コロナ禍で思うような活
動ができませんでした。コロナの克服を願うとともに、各団体の近況を報
告します。

市区町民会議活動等報告

　本協議会では例年、大人と子どもの共同制作を通じて互いの
感性を豊かにし、世代を超えた交流を図る「多世代交流ウッドコ
ンテスト」や、青少年の意見や活動発表に触れることを通じて大
人や社会のあり方などを共に考える「青少年健全育成大会」を主
要事業として開催するほか、あいさつ運動や見守り活動を続け
ているところです。今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響
により、コンテストや大会は中止とせざるを得ない状況となりま
したが、これからも子どもたちのたくましく健やかな成長を願い、
その一助となれるよう活動してまいります。

中区青少年健全育成連絡協議会

昨年度の「多世代交流ウッドコンテスト」

「東区青少年健全育成大会」～子ども達の声を聴く会～
　東区では、青少年の意見に耳を傾け、地域・家庭の取り組むべ
き問題について区民が考えるきっかけとすることを目的として、
青少年健全育成大会を毎年10月に開催しています。
　令和元年の大会では、小学生の「助け合いの大切さ」、中学生の
「部活動から学んだこと」、高校生の「自分を変える」など、計10
名の発表と幕間では、小学生の合唱パフォーマンスがありました。
今年度、新型コロナウイルス感染症のため、本来の活動ができな
かったことを踏まえ、令和3年度は新しい生活様式を考慮した健
全育成活動を推し進めていきたいと考えています。

東区青少年健全育成連絡協議会

東区民文化センター　ホールにて

　広島市青少年健全育成連絡協議会では、広島市、広島市教育
委員会と共催し、毎年11月、家庭、学校、地域社会及び行政が
一体となった市民総ぐるみの青少年健全育成活動を推進し、市
民意識の啓発を図ることを目的として、「広島市青少年健全育
成市民大会」を開催しています。残念ながら今年度は新型コロ
ナウイルス感染症の影響により中止となり、後日表彰式のみ執
り行いました。
　来年度は大会が開催できる状況にあることを願うとともに、
引き続き将来を担う青少年の育成に取り組んでいきたいと思
います。

広島市青少年健全育成連絡協議会

広島市青少年健全育成連絡協議会会長表彰　表彰式
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　南区青少年健全育成連絡協議会では、例年、7月に開催され
る「広島みなと 夢 花火大会」において街頭での啓発活動・パ
トロールを実施し、11月には「南区青少年健全育成大会～中
学生・高校生の声を聴く会～」を、2月には研修会を開催して
います。
　今年度は新型コロナウイルス感染症の影響等により行事の
中止が続いていますが、感染を気にせず活動できる日が少し
でも早く訪れるよう願っています。

南区青少年健全育成連絡協議会

「2019広島みなと 夢 花火大会」街頭啓発活動の様子

　西区青少年健全育成連絡協議会では、ＰＴＡや保護司会などの各種団体と連携して、毎年11月の「子ども・若者育成支
援強調月間」に、青少年健全育成大会（小学生・中学生の声を聴く会）を開催してきましたが、令和２年度は新型コロナ
ウィルス感染症拡大防止の観点から、
大会を開催できませんでした。
　コロナ禍においても、次代を担う
青少年の想いを広く発信していくた
め、今年度は意見発表原稿を取りま
とめた冊子を作成し、区内の関係団
体、小・中学校全てのクラスに配布し
ました。

西区青少年健全育成連絡協議会

広島市立中広中学校体育館にて（令和元年）令和2年度  青少年健全育成意見発表冊子

　安佐南区青少年健全育成連絡協議会では、あいさつや声か
けを一層促し、地域住民が日常的に子供を見守る意識を高める
ことにより、防犯や事故防止につなげるため、地区ごとに地域
の方々や、小学校、区役所といっしょに、「あいさつ運動」を実施
しています。
　「あいさつ運動」を実施し、地域住民同士のあいさつを呼び
かけることで、気軽に声をかけあえる、顔の見える地域社会を
取り戻すなど、地域コミュニティの活性化の促進も目指してい
ます。

安佐南区青少年健全育成連絡協議会

「あいさつ運動」の様子

　毎年10月に青少年の薬物乱用防止や非行防止を目的とした
「青少年ふれあいコンサート～なくそう犯罪あさきた～」を開
催しています。
　地域の中学生と高校生がコンサートの運営や司会を務め、出
演者は音楽演奏やダンス等を通して、薬物乱用防止と非行防止
のメッセージを発信します。
　フィナーレでは、「あさきたのうた」を全員で合唱し、薬物防
止や非行防止のメッセージが書かれた巨大風船を舞い上げ、会
場全体の一体感も醸成しています。

安佐北区青少年健全育成連絡協議会

フィナーレの様子（安佐北区民文化センタ―）
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　安芸区青少年健全育成連絡協議会では、様々な活動を通じ
て、青少年の健やかな成長のための取組みを推進しています。
　毎年、7月の青少年の非行・被害防止全国強調月間には、世
代を越えたふれあいと文化の祭典として「安芸区ふれあい
フェスティバル」を開催しています。
　そこでは、子どもから高齢者まで幅広い世代が、歌や演奏、
踊りなどを披露して会場を盛り上げ、青少年と地域の方々が
ふれあい、繋がりを深める機会となっています。

安芸区青少年健全育成連絡協議会

H31年度安芸区ふれあいフェスティバルの様子

　佐伯区は、例年2月に青少年健全育成大会「子供フェスタ・青
少年の思い発表」を開催しています。
　子供フェスタは、約10団体の子供がステージで和太鼓・バト
ン・踊り等を披露するほか、あそびのひろばでは、けん玉・かえっ
こバザール等の遊びで親子の絆を深めています。
　青少年の思い発表は、佐伯区内の中学校10校の代表者が日常
生活で感じたこと、将来の夢・希望、悩み等について、自分の思いを
言葉で発表する場を提供し、地域社会への参加を促進しています。
　青少年が、夢・希望・目標に向かって健やかに取り組むことの
できる社会環境をサポートし、明るく住みよい佐伯区を目指し
て頑張っております。

佐伯区青少年健全育成連絡協議会

「青少年の思い」発表大会の様子

　新型コロナウイルス感染拡大予防のために学校が臨時休業
し、様々な会議や行事も中止・延期となりました。
　その中で各地区の青少年補導員は、工夫しながら毎日のよ
うに声かけ活動を行っています。児童生徒のストレスやＤＶ等
にも心を配り、学校とも連携して子どもたちを見守っています。
　また、夏休みや冬休みには、繁華街やゲームセンターなど地
域の気になる箇所を巡視し、防犯活動だけでなく補導活動に
も努めています。

青少年育成呉市民会議（呉市青少年補導員連絡協議会）

ファミリー版画教室
　青少年育成三原市民会議では、毎年11月に小学生とその保
護者を対象として、年賀状に使用できる版画を作成する「ファ
ミリー版画教室」を市内3会場で開催しています。
　今年度は、作業机にパーテーションを設置したり、体調確認、
手指の消毒など、新型コロナウイルス感染症対策を行いなが
ら実施しました。
　親子で一緒に版画を作成することで、親子のふれあいの場
をもっていただくことを目的とした事業ですが、親子の和気あ
いあいとした声の聞こえる楽しい行事に今年もなりました。

青少年育成三原市民会議

ファミリー版画教室の様子
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　令和2年度はコロナ禍のため中止になりましたが、毎年11月に青少年健全育成大会（市と共催）を開催しています。
（令和元年度の開催で第55回大会になりました。）
　大会では、市の青少年健全育成功労者等の表彰式、小中学生を対象として募集した「電子メディアとの付き合い方」
の標語と健全育成作文の優秀作品の表彰式と発表
を行っています。また、アトラクションとして、小学校
の吹奏楽や中学校の太鼓の出演があり、毎回、子ど
もたちから感動と元気をもらっています。
　他に市民会議の事業として、小学校区の地域安全
マップの作製、地域の青少年育成団体への活動支援
等が主な事業です。
　本会議は平成9年3月の設立ですが、現在、加盟団
体数が35団体までに減少し、予算も厳しい状況での
運営が続いており、加盟団体の増加など組織強化と
ともに、地域や関係団体との連携が課題となってい
ます。今後も心豊かで健やかな青少年の健全育成に
つながるよう取り組みを進めていきます。

青少年育成尾道市民会議

第55回青少年健全育成大会の様子

11月「子供・若者育成支援強調月間」の
取組について
　毎年11月の「子供・若者育成支援強調月間」にあ
わせて、福山市青少年センターや福山市中央青少年
育成員等の関係機関と合同で、福山市の主要駅にお
いてあいさつ運動と合同街頭補導を実施していま
す。今年は、11月1２日（木）の朝に実施しました。
　また、青少年の健全育成を目的とした研修会を実
施してきましたが、今年度は新型コロナウイルス感
染症拡大防止の観点から、「青少年センターだより」
での啓発に変更しました。なお、ふくやまふれ愛ラン
ドでは、自然の中で豊かな感性と創造力を育む野外
体験活動を通年実施しています。

公益財団法人福山市スポーツ協会

～活動の継続を願って～
　青少年育成府中市民会議では、毎年10月に少年
少女主張大会を開催しています。今年で40回目を
迎える記念大会となる予定でしたが、残念ながら新
型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となり
ました。
　この主張大会は、本市民会議の団体活動委員会
が主管となって大会運営を行い、市内小中学校、義
務教育学校の代表8名が普段の学校生活から感じ
たことや学んだこと、将来の夢等を意見発表します。
　年々、発表者の相手意識や目的意識を持った話し
方が向上し、聞く側の大人も子ども達の思いを直に
聞ける場として大変好評です。
　これからも、青少年の健全育成を育む場として取
組みを推進していきます。

青少年育成府中市民会議

第39回府中市少年少女主張大会の発表者
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　青少年育成東広島市民会議では、令和3年1月30日の「ＨＩＧＡＳ
ＨＩＨＩＲＯＳＨＩＭＡ『少年の主張』」開催に向け準備を進めています。
この大会は、市内中学生が社会問題や日常生活で思い感じるこ
となどを発表するもので、中学生の表現力を育み、互いの考えを
学び合う機会とすること、また、意見発表を通して、中学生に対す
る大人の理解と知識を深めることを目的に開催します。生徒たち
が一生懸命に発表する姿に元気をもらい、今後も次代を担う青少
年の健全育成に取り込んでいきたいと思います。
※今年度は、新型コロナウイルス感染症対策のため、入場は関係
者及び事前申込者に限定し、発表は映像（動画）で行います。

青少年育成東広島市民会議

HIGASHIHIROSHIMA『少年の主張』」令和元年度発表の様子

　青少年育成三次市民会議では、今年は密にならない活動として、ＪＲ三次駅前ロータリーに「あいさつ声掛け運動」
の幟旗の掲出を行いました。
　青少年育成神杉町民会議では、11月15日(日)、「歩こう会・運動の集い」を開催しました。ゴミ拾いをしながら二本
松地域に集合。ミニゲームや焚火を囲んで焼き芋…保育所園児から高齢者まで約110人が参加。地域住民の交流を
図る笑顔に溢れ和やかな楽しい行事となりました。
　青少年育成川地町民会議では、毎年『みんなであそぼう会』と題し、主に夏休みに『ショーを観て感動し、それを習
う』という体験活動をしています。今年は、コロナ感染対策を万全にして、マジックショー+マジック教室を開催しまし
た。参加者は、約30人。たくさんのちびっこマジシャンが誕生しました。
　これからも青少年のために、できる範囲で、出来ることをしっかりと発信し活動していきたいと思います。

青少年育成三次市民会議

　青少年育成庄原市民会議では、活動が制限される中、あいさつ運動ポスターや標語、俳句を募集し、表彰や作品集
を作成したほか、距離を保ちながらのパトロール活動や密を避けた世代間交流イベント等を実施しました。
　一方、備北地区中学生意見発表大会をはじめ、スポーツ教室や体験学習等、多くの行事が中止となりました。
　来年度は、感染症防止対策に努めることを優先に事業を計画しています。新型コロナウイルス感染症が一刻も早く
収束することを願い、子どもたちの健やかな成長のため、今私たちにできる活動に取り組んでいきたいです。

青少年育成庄原市民会議

防犯声かけパトロールの様子
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「さわやかあいさつ運動」
　毎月17日の青少年の日に、府中町内では、

学校の正門及びその近辺で「さわやかあい

さつ運動」を実施しています。

　今年度は新型コロナウイルス感染防止対

策で、人が密になる行事は中止しています

が、さわやかあいさつ運動は実施していま

す。マスクを着用して活動なので、表情が見

えにくく、大きな声でのあいさつはできま

せんが、目と目を合わせて笑顔であいさつ

をしてくれる子どもたちから元気をもらい

ながら活動しています。

青少年育成府中町民会議

さわやかあいさつ運動

第3２回青少年育成廿日市市民大会を9月6日　ウッドワンさくらぴあ大ホールにて開催！！
　私たち市民会議の活動を広く市民に啓発し、青少年の市民参加活動を促すことにより、その成果をあげ、これを確

かめる目的に開催しています。

　今年度は、たくさんのイベントが新型コ

ロナウイルスの影響で残念ながら中止に追

い込まれている中、「生涯一度の学年で学

校生活を送るその子ども達のことを一番に

考えて」今年も開催を決断しました。感染

防止に万全を期し、多くの困難を乗り越え

て、子ども達に思い出をプレゼントできた事

に感謝しています。

青少年育成廿日市市民会議

　町内の小学生を対象に、「カイタチャレン

ジカード」を実施しています。町内のイベン

トなどに参加するとシールをもらえ、それ

を20枚集めた児童に記念品を贈呈してい

ます。　

　新型コロナウイルス感染症のため、残念

ながら例年よりイベントが少ないのですが、

今年も多くの児童が参加してくれました。

町内のイベントに積極的に参加してもらう

ためのきっかけづくりになっています。

青少年育成海田町民会議

カイタチャレンジカード

27せとのあさ Vol.153
2021.2



　平成21年度から町内中学校２年生を対象に毎年「立志式」を開催し

ています。立志式は生徒自らが自立心をもって生きることを促し、心豊

かでたくましく生きる生徒の育成を図ることを目的に開催しています。

　式典では、各学校の生徒代表が将来の抱負について、決意表明し、講

演会では、各方面で活躍している町出身者をお招きし、中学校在籍時

の夢や現在のお仕事等についてお話をいただいています。

　毎年、多くの来賓の方に出席していただき、成長過程にある生徒を激

励していただいています。

青少年育成安芸太田町民会議

　青少年育成くまの町民会議では、町内各団体や学校、保護者などの協力を得て、青少年健全育成運動に取り組んでいます。

　その活動の一環として、幼児の責任感や花と緑を愛する心を育むことを目的に、幼児に花苗の植え付けから、根付くまで

花の世話をしてもらう「環境美化活動」を行っています。

　育てた花は、町内の老人福祉施設に贈呈し、幼児と高齢者の異世代間の交流を図っています。新型コロナウイルス感染症

の影響で、多くの活動を自粛せざるを得ない状況ですが、これからも心豊かな青少年が育つよう活動していきます。

青少年育成くまの町民会議

　青少年育成坂町民会議では、毎年5月の第２日曜日に坂駅近隣の商業エリアから町民センターまで、町民約700名が、約２

0分かけて道行く人にあいさつをして、よりよい人間関係を築く「あいさつパレード」を開催しております。しかし昨年から

の新型コロナの影響により、開催が困難となっております。このような状況であるからこそ、人と人との繋がりが大切となり

ますので、活動はできなくてもあいさつを忘れずに、また皆でパレードが行えることを願っております。

青少年育成坂町民会議
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　青少年育成神石高原町民会議では、毎年「あいさつ運動」の実施や各地域で取り組まれている児童生徒の登下校
時のパトロールや声かけ、啓発看板の作成等の安全への取り
組みについて推進しています。
　また、昨年度は青少年育成に関する講演会として、講師に
安藤周治様をお迎えし、「まちづくりから青少年を考える」を
テーマに講演を行っていただきました。今年度も講演会の開
催を予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染症の感
染防止の観点から中止の判断を行いました。
　来年度は、新型コロナウイルス感染症の状況を考慮しなが
ら、家庭・学校・地域等が協力・連携し、多くの人が参画する町
民運動を進めていけるよう取り組んでいきたいと思います。

青少年育成神石高原町民会議（協議会）

　青少年育成世羅町民会議では、次代を担う青少年が郷土に

誇りをもち、責任と自覚を高めることができるよう、健全育成

を図ることを目的に活動をしています。

　毎年11月には青少年の健全育成を図るための研修会を開

催しています。今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため中止をしましたが、来年度は、新型コロナウイルス感染症

の状況を考慮しながら、活動を進めていけるよう取り組んで

いきたいと思います。

青少年育成世羅町民会議

昨年度の研修会の様子

一害を除く
　長い間、道行く人々に標語を掲示してきた青少協の古い鉄製看板がありました。看板

は笑顔の輪を広げ、その役割を十分に果たし、今は赤サビだらけの姿となって周囲の環

境を汚していました。その看板五基を昨年と今年の予算で撤去しました。中国の古い言

葉に「一利を興すは、一害を除くに如かず」という言葉があります。コロナ禍の今だから

こそ、無理して新しいことを始めるより、害をなしているものを取り除くことも重要と

思います。

北広島町青少年育成推進協議会

　青少年育成大崎上島町民会議では、町内巡回指導として夏に夜間のパトロー
ル、啓発事業としてパンフレットの配布、三年に一度の講演会の開催等の活動を
行っています。今年度は新型コロナ
ウィルス感染拡大防止のため、町内
行事が中止となったことから、例年
と同じ活動はできておりません。コ
ロナ禍でも出来る活動として、町民
会議にてハンドジェルを作成し、町
立幼稚園園児・小学校及び中学校生
徒への配布を実施しました。

青少年育成大崎上島町民会議

昨年度の啓発活動の様子
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　令和2年9月5日（土）、広島県社会福祉会館において、「少年の主張」・中学生話し方大会2020（第42
回「少年の主張」広島県大会、第54回中学生話し方広島大会）を広島県中学校話し方連盟と共催で開催
しました。
　今大会には、県内中学校の24校から1,086編の応募があり、その中から原稿審査を通過した基準を含
む16人が、それぞれの主張を力強く発表しました。
　発表内容としては、身近なことの体験と感想を基に掘り下げて自分の意見を作り出している人が多
かったようです。そして自分が見つけた考えや意見をこれからの自分の生き方に生かしていこうとして
います。態度はしっかりと、明るく、とても良い発表ができていました。
　ここに、広島県知事賞を受賞した広島県立広島中学校2年上野 ちひろさんの意見発表を掲載します。

受賞者一覧

受賞名 中学校名 氏　名 題　名

広島県知事賞 広島県立広島中学校　　２年 上
うえ

野
の

 ちひろ ほたるの里の絆

公益社団法人青少年育成広島県民会議会長賞 東広島市立松賀中学校　3年 遠
えん

藤
どう

 尚
なお

貴
き

今を大切に

広島県中学校話し方連盟会長賞 三次市立川地中学校　　2年 山
やま

崎
さき

 滉
こう

太
た

知ろうとすること　受け継いでいくこと

国際ソロプチミスト広島会長賞 熊野町立熊野東中学校　 3年 吉
よし

田
だ

 菜
な

々
な

美
み

本当の私を知ってもらうために

広島清流ライオンズクラブ会長賞 広島市立瀬野川中学校　3年 宍
しし

戸
ど

 心
しん

一
いち

ＩＴ その二つの顔

優　秀　賞 三原市立第三中学校　　3年 玉
たま

江
え

　華
はな

コロナに負けない ！

優　秀　賞 広島市立大塚中学校　　2年 郷
ごう

田
だ

 果
か

歩
ほ

心にオアシスを

優　秀　賞 庄原市立比和中学校　　2年 津
つ

田
だ

 ほのか いっそう強くなった将来の夢

優　良　賞 坂町立坂中学校　　　　2年 東
ひがし

　剣
けん

生
せい

忠恕

優　良　賞 広島市立牛田中学校　　1年 大
おお

坪
つぼ

 莉
り

子
こ

視野を広げる

優　良　賞 竹原市立賀茂川中学校　3年 杉
すぎ

山
やま

　葵
あおい

言葉の魔法

優　良　賞 福山市立城北中学校　　3年 大
おお

津
つ

 貴
たか

寛
ひろ

見方を変えよう

優　良　賞 三次市立甲奴中学校　  3年 藤
ふじ

井
い

 継
お

音
と

才能の有無より人としての成長

優　良　賞 廿日市市立吉和中学校　3年 金
きむ

 チュヒ 心

優　良　賞 広島市立伴中学校　　  3年 白
しら

浜
はま

 夏
か

鈴
りん

絶対に無駄じゃない

基　準　賞 広島市立江波中学校　   1年 三
み

浦
うら

 桃
もも

奈
な

第三者と共に

「少年の主張」・
中学生話し方大会2020

第42回少年の主張広島県大会
第54回中学生話し方広島大会

広島県大会の出場者の皆さん広島県立広島中学校 2年　上
うえ

野
の

 ちひろ さん
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　主催：公益社団法人青少年育成広島県民会議、広島県中学校話し方連盟、 独立行政法人国立青少年教育振興機構
　協賛：国際ソロプチミスト広島、広島清流ライオンズクラブ、公益財団法人広島青少年文化センター

広島県知事賞　少年の主張全国大会 国立青少年教育振興機構 努力賞

ほたるの里の絆
　私の住む「竹原市仁賀町」という小さな町は、ホタルが夏のおとずれを教え、秋には町一面が黄金色
の稲につつまれる。そんな町です。誰かが困っていると、この町の人は必ず「大丈夫？」
と声をかけてくれます。それはきっと、皆が人と人との関わりを大切にしなければできないことだと私
は思います。
　この町の学校では毎年たくさんの行事が行われます。普通なら学校の行事の主役は児童…なのです
が、この町はちがいます。運動会や学習発表会、神明ばやしやもちつきなどは、いつも地域のおじいさ
んやおばあさんも一緒で、町のみんなが主役です。だから子供たちは皆地域の人ととっても仲が良い
です。地域の人達も、私たちに会うと、　　　　　　　　　　　

「この前の学芸会よかったよ。」
と元気が出る言葉をかけてくれます。
　お正月になると、おばあさんたちは年賀状を送ってくれます。そこには「あなたたちの太鼓を聴いて
涙が出ました。日本一の和太鼓です」と書かれていました。まるで本当の祖父母みたいに接してくれて、
私たちの太鼓でこんなにも喜んでくれて、嬉しくて、嬉しくて、思わず頬が緩みました。
　私が6年生の年の夏、この町も西日本豪雨災害の被害にあった町の一つでした。山のいたるところが
くずれ落ち、茶色い地面がむき出しに。私の家も水につかり泥だらけです。毎日シャベルを手に泥のか
き出し作業に明け暮れていた頃、
「来たよー。」
という声がしました。
　誰だろうと思いつつ声のする方に行くと、そこにはシャベル片手に作業着姿の近所の人達が立って
いました。

「大変なときこそ協力しなきゃ。」
と言って、皆で泥のかき出し作業を手伝ってくれました。きっと皆だって大変なはずです。でも、手伝っ
てくれた友達のお母さんは、父や母がお礼を言うと、

「困ったときはお互い様よ。」
と笑顔で返してくれました。しばらくすると、おばあさんが
「差し入れ持ってきたよ。」
と両手いっぱいにご飯を届けてくれました。
　私は胸が熱くなりました。困ったときはお互いに助け合う。よく聞くことだけど、意外と難しいことで、
自分を優先させることだってできるのに、それでも助け合うことが自然とできて、この町の人にとって
はそれがあたりまえになっている。みんなの優しさと温かさで、私の胸はいっぱいになりました。
　この町は、とても小さいし、決して便利がいいわけではありません。でも、だからこそ町の人との関
わりを大切にし、お互いに助け合うことができるんだと思います。しかし、この町では今、過疎化が進
み、仕事などの関係でこの町から出て行く人も少なくありません。それだけでなく、少子高齢化が急進
し、小学校の児童は全員で17人。そのうちの半分は、通学区域に関係なく、市町村内のどこからでも入
学を認めるという「特認校制度」で別の町から来ている。というのが町の現状です。このままだと、私が
大人になった時、地域全体で運動会や発表会ができないかもしれません。それは本当にさみしいです。
　この町には昔から歌われている歌があります。「心をあわせて　ほら手をつなぎ　人の心のやさし
さや　愛を伝える　ほたるの里をぼくらみんなで守っていこうよ」日本では今、「ほたるの里」と呼ば
れているような町が少なくなっていると言われています。　
　昔から変わることのない人の温かさと、活気にあふれるこの町。だからこそ、次世代を担う私たちが、
この町の誇りと未来を守っていかなければならないと思うのです。
　50年先も100年先も「この町のいい所は町の人みんなが温かいところ」と自信をもって言えるように。

広島県立広島中学校　2年　上
う え

野
の

 ちひろ さん
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勉強会の様子 リハーサルの様子 子供議会当日の様子

関連事業「広島県子供議会」

　広島県と広島県議会の共催で、次代を担う子供たちが県政に対する意見や提言を表明できる機会を通し
て県の魅力や課題に関心を持つとともに、県議会の役割や仕組みを知り、議会制民主主義や地方自治への理
解を深め、主体性と社会参画意識を高めることを目的とした「広島県子供議会」が今年も開催されました。
　例年は青少年サポーター事業として、子供議員の活動を支援する大学生を募集し、育成していましたが、
今年度はコロナ禍の影響でサポーターの募集を見送りました。

■ 広島県子供議会の活動
　今年度の子供議会は広島県内に在住する小学校5年生から中学校3年生までの児童•生徒35人で構成

されました。「10年後の広島県が○○じゃったらええのになぁ」をテーマに、事前の勉強会でアイデアや

意見を出しあい、活発な議論をしながらまとめた質問や提案を、知事や県議会議員の前で発表しました。

主催：広島県・広島県議会
協賛：公益社団法人青少年育成広島県民会議

第1回勉強会
開催日 ： 9月12日（土）13：00〜16：00
会　場 ： 広島国際会議場コスモス
内　容 ： 子供議会で行う質問・提案文づくり

子供議会
開催日 ： 11月7日（土）13：00〜15：05
会　場 ： 県議会議事堂
出席者 ： 議長、副議長、知事、副知事、教育長、県警本部長、担当局長等
※当日の午前中に県議会議場で子供議員任命式を行い、県議会議長等から任命書とバッジが交付されました。

子供議会の様子はインターネットで配信中
URL ： https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/gikai/0211kodomogikai.html

第2回勉強会
開催日 ： 10月10日（土）13：00〜16：00
会　場 ： 広島県議会棟
内　容 ： 質問・提案文の完成、 担当の決定
　　　　 議場でのリハーサル、質問の練習

■ 新型コロナウイルス感染防止対策
　「新型コロナウイルス感染拡大防止のための広島県の対処方針について」（令和2年9月15日一部改

正）等に基づいて対策を講じた上で開催しました。

（青少年サポーター事業）
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広島県の青少年のマスコット

ゆっぴー

「ゆっぴー」は、
府中町の小学生が

太陽とライオンをモデルに、
“元気に明るく育つ
青少年”をイメージして
デザインしました。

　青少年育成県民運動の推進母体として、昭

和41年の設立以来、次代を担う青少年の健全

な育成を図ることを目的にさまざまな事業を

行ってきました。

　昨今の複雑多様化した青少年をめぐる問題

に、国、県、市町の行政や青少年団体など関係

機関と連携し、県民総ぐるみの育成運動として

取り組んでいます。あいさつ・声かけ運動、少

年の主張、ひろしまドリームプロジェクト事業、

青少年育成カレッジなど幅広い内容です。平成

23年度に公益社団法人に移行しました。

青少年育成広島県民会議とは…

　私たちがそうであったように子どもたちはやが

て大人になっていきます。青少年が夢を持ち、健や

かに成長し、自分が育った地域を愛し、社会を構成

していくことは私たち全ての願いです。そのため

の活動を県民運動として取り組んでいます。

　県民の皆様方に会員になっていただき、この活動

へのご支援をお願いしております。活動の内容は、機

関紙「せとのあさ」やホームページをご覧ください。

http://www.hiro-payd.or.jp

■正会員
　（年額） 　個人   3,000円

　　　　  　団体   5,000円

■賛助会員
　（年額一口） 個人   1,000円

　　　　　　  団体 10,000円

●何口でも結構です。

●機関紙「せとのあさ」等をお送りします。

●会費の納入方法などは、事務局までお問い合わせく

ださい。

会員加入のお願い

設 立

法人格取得

認 定 日

育成積立金

会 長

昭和41年12月7日

平成2年10月21日

平成23年3月22日

5億円（平成3年度設置）

神出亨（株式会社中電工相談役）

〈概　要〉

毎月17日
青少年の日

毎月第3日曜日
家庭の日

青少年の非行・被害防止
全国強調月間

7月1日～7月31日

銀　行
振込先

広島銀行県庁支店

口座番号／（普通）233251

口座名義／（公社）青少年育成広島県民会議

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

子供・若者育成支援
強調月間

11月１日～11月30日
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広島県の青少年のマスコット
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